
新
た
な
森
林
計
画
制
度
の
模
索

　

日
本
に
お
け
る
森
林
計
画
制
度
は
、
森
林
の

無
秩
序
な
開
発
を
防
ぎ
、
森
林
資
源
の
利
用
と

保
全
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
を
目
的
と
し

た
、
世
界
に
類
を
見
な
い
制
度
で
す
。
本
制
度

は
森
林
の
基
幹
的
法
律
で
あ
る
森
林
法
に
規
定

さ
れ
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年

か
ら
現
在
ま
で
、
日
本
の
森
林
管
理
に
と
っ
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、

環
境
の
時
代
に
相
応
し
い
森
林
管
理
が
謳う

た

わ
れ
、

ま
た
、
充
実
し
た
森
林
資
源
の
適
切
な
伐
採
と

更
新
が
望
ま
れ
る
中
、
森
林
計
画
制
度
も
時
代

に
即
し
た
新
た
な
姿
が
模
索
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
初
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト

　

将
来
に
向
け
て
よ
り
良
い
森
林
計
画
制
度
を

構
想
す
る
た
め
の
方
法
に
は
、様
々
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
本
研
究
で
は
、
制
度
成

立
の
原
点
ま
で
遡
り
、
制
度
が
ど
の
よ
う
に
生

ま
れ
て
来
た
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

制
度
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

専
門
書
、
業
界
誌
記
事
、
座
談
会
記
録
、
省
令

な
ど
の
公
文
書
と
い
っ
た
様
々
な
史
資
料
を
渉

猟
し
写
真
１

、
答
え
の
手
掛
か
り
を
探
る
歴
史
社

会
学
の
方
法
を
採
り
ま
し
た
。

　

研
究
の
結
果
、
森
林
計
画
制
度
の
誕
生
に
は
、

大
き
く
２
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
が
あ
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、
昭
和
14

（
１
９
３
９
）
年
の
森
林
法
改
正
で
す
。
本
改
正
は

そ
れ
ま
で
公
有
林
、
社
寺
有
林
に
限
ら
れ
た
営

林
の
監
督
を
、
私
有
林
を
含
む
民
有
林
全
体
に

ま
で
広
く
適
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ

以
降
、
国
有
林
と
併
せ
、
日
本
中
の
森
林
に
は

じ
め
て
計
画
的
な
施
業
が
可
能
と
な
り
ま
し
た

図
１

。

　

具
体
的
に
は
、
施
業
案
（
現
在
の
森
林
計
画
）
編

成
の
た
め
、
50
町
歩
（
約
50
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
未
満
の

私
有
林
所
有
者
は
，
市
町
村
ご
と
に
全
国
山
村

に
く
ま
な
く
設
置
さ
れ
た
森
林
組
合
へ
強
制
加

入
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
施
業
案

が
計
画
通
り
に
実
施
さ
れ
な
い
場
合
、
行
政
庁

に
よ
る
監
督
処
分
命
令
あ
る
い
は
代
執
行
を
規

定
し
ま
し
た
。
森
林
計
画
制
度
の
技
術
的
し
く

み
の
根
幹
を
支
え
る
森
林
簿
や
森
林
計
画
図
の

原
型
が
つ
く
ら
れ
、
全
国
の
森
林
へ
の
配
置
が

決
め
ら
れ
た
の
も
こ
の
改
正
の
際
で
し
た
。

戦
後
の
森
林
法
改
正
と
未
来
へ
向
け
て

　

も
う
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、
第

二
次
大
戦
敗
戦
後
の
占
領
期
で
す
。
前
の
森
林

法
改
正
に
よ
っ
て
全
国
網
羅
さ
れ
た
施
業
案
制

度
に
つ
い
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
大
幅
に
計
画
経
済
の

写真１　昭和14（1939）年（下）と、同26（1951）年（上）の制度改正時の解説書
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考
え
方
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
大
胆
な
制
度
変

更
を
企
図
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
Ｇ

Ｈ
Ｑ
の
改
正
案
は
必
ず
し
も
日
本
の
実
情
と
合

わ
な
い
と
考
え
た
林
野
庁
や
林
業
界
と
の
間
で

し
ば
ら
く
駆
け
引
き
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
の
森
林
法
改
正
に

よ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
日
本
政
府
の
２
つ
の
考
え

を
折
衷
し
て
誕
生
し
た
の
が
現
行
の
森
林
計
画

制
度
で
し
た
。

　

最
初
に
森
林
計
画
制
度
が
誕
生
し
て
か
ら
、

す
で
に
70
年
近
い
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
敗
戦

後
の
廃
墟
の
中
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
日
本
は
、

高
度
経
済
成
長
期
を
経
て
、
現
在
、
21
世
紀
の

環
境
の
時
代
の
中
に
あ
り
ま
す
。
森
林
計
画
制

度
の
成
立
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
本
研
究
成
果

が
、
制
度
の
本
質
を
理
解
す
る
手
が
か
り
を
与

え
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
森
林
管
理
制
度
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。

図１　制度導入時のモデルケースとして北上川畔の私有林で作成された林相図
昭和14（1939）年の森林法改正に際し、全国でこのような林相図が作成・整備

された。　出典：藤島信太郎（1941）『森林施業計画（下）　附属』　図版IV、秋豊園出版部

写真2　森林計画制度によって植え育てられてきた
スギ人工林　　

17 シリーズ◉研究の森から

Q1.なぜ研究者に？
　青臭い言い方をすれば、この世界とは何か

を知りたかったからです。より事実に即して

言えば、単にカタギになれなかっただけです。

Q2.影響を受けた本や人など
　強いて1冊挙げるなら、小島麗逸『新山村事情』

（日本評論社、1979年）です。中国研究、アジア

経済研究を専門とする著者が山梨県の山村に移

り住み、地域の社会経済や自然環境、途上国問

題などを日々の暮らしから考察したエッセイ集

です。自らの暮らしと社会をつなげて考え、実

践する大切さを学びました。

Q3.研究の醍醐味は？　

　森林管理制度はどうすればうまく動くのか

を主に林政学・林業経済学の方法で研究してい

ます。変動する社会経済の中で、人は長くて

百年ほどの生涯を送ります。一方、樹木の成

長には少なくとも数十年の時間がかかります。

こうした人と森林が各々に刻む異なる時間は、

どのようにすれば折り合うことができるかが

大きな研究テーマです。森林を見ながら、そ

こに関わった／関わる人々の営みに思いを巡

らせることが好きです。

Q4.若い人へ
　森林総研には私のような人文社会分野の研

究者もいることを知って、たまに驚かれる方

がいらっしゃいます。こうした多様なアプロー

チがあることも森林研究の魅力のひとつです。

山本 伸幸 Yamamoto Nobuyuki　

林業経営・政策研究領域


